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3.4.4 外部技術者の所見 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

 奈良県内及び和歌山県内のため池（桜池・大溜池） 現地調査  

 

項目 所見 

設計者（コンサルタン 

ト）作成の設計デジタ 

ルデータを施工におい 

て使用することについ 

て 

・ため池改修では詳細度200での設計と想定するが、施工者 

は出来形確保のためには更に高精度の図面を独自に作

成せざるを得ない。特にコンクリート構造物は詳細度

400でないと施工するための配筋図が描けない。 

・現状では、設計データを受け取った後、データの照査・

補正を行っている。「補足設計」として、コンサルと施

工者が共同でデータ補正を行う場合もある（発注者が経

費を計上）。この場合、コンサル・建設業者双方がデジ

タル設計に関する技能を有していることが求められる。 

・土工の場合、掘削については設計データを用いたICT施工 

が可能であるが、ため池堤体盛立のような盛土について

は、試験施工を基として、1層ごとに撒き出し厚・転圧回

数を管理して施工し、締固め密度を確認しながらの作業

となり、ICT 施工とICT を用いた品質管理を上手く紐づ 

け出来れば、効率のいいICT 施工の可能性が広がる。 

農地区画整理も現地合わせでの調整項目が多いため、

ICT 施工に工夫が必要である。 

・設計データを施工に用いる場合、平面図での変化点であ 

る測線と測線の中間の断面や、掘削の切り始めの位置が 

示されていない等の課題が生じることが多く、設計者に 

改善を求めたいところである。 

４次元モデルの活用に 

ついて 

・仮設や使用機械、及び管理ソフトは建設会社によって違 

いがあるため、コンサルが作成した４次元モデルと実際 

の工程は異なってくる。地元説明に使用するのであ 

れば、「イメージ」である旨を断った上で提示するか、 

施工者が作り直したもので説明するか、どちらかにした 

方が良いと思われる。 
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項目 所見 

ICT施工における施工管 

理・出来形管理について

 

・発注者から、出来形の測定手法が複数示されているこ

とは施工者にとっては手持ちの機器が使用できるので

良いことであるが、今後測定方法を指定されることは

ないのか。 

→現時点では、各種測定方法について事例収集して今後

単価・歩掛を決定していくことになると推測しており、

当面複数の測定手法を承認することになると考えてい

る。  

土地改良工事へのBIM/ 

CIM活用全般について 

・見積提出の際に、従来型施工との比較積算を求められ 

 る等、ICT施工となってから、これまで無かった資料の 

提出を求められることがある。情報化施工は建設業従 

事者不足の補完や労働環境改善に資する作業合理化の 

方策として推進されているものであり、作業が増える 

ことは本末転倒である。 
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